
   

１．平成23年３月期第１四半期の連結業績（平成22年４月１日～平成22年６月30日） 

  

  

（２）連結財政状態 

  

２．配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無：無 

  

３．平成23年３月期の連結業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日） 

（注）当四半期における業績予想の修正有無：有 
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コード番号 3891 ＵＲＬ  http://www.kodoshi.co.jp/ 

代表者          （役職名） 代表取締役社長 （氏名）鎮西 正一郎 

問合せ先責任者  （役職名） 取締役管理本部長 （氏名）山岡 俊則 （ＴＥＬ）  088（894）2321 
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四半期決算説明会開催の有無      ：無     

  （百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

23年３月期第１四半期  3,785  47.0  725  590.1  751  669.8  434  －

22年３月期第１四半期  2,575  △34.1  105  △59.1  97  △63.3  29  △80.0

  
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

23年３月期第１四半期  40  35  －  －

22年３月期第１四半期  2  74  －  －

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

23年３月期第１四半期  18,965  12,812  67.6  1,191  00

22年３月期  19,435  12,458  64.1  1,158  10

（参考）自己資本 23年３月期第１四半期 12,812百万円 22年３月期 12,458百万円

  
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

22年３月期  －  －  5 00 － － 8 00  13  00

23年３月期  －  －

23年３月期（予想）  9 00 － － 9 00  18  00

  （％表示は、通期は対前期、第２四半期（累計）は対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計）  7,580  37.8  1,350  276.6  1,370  342.1  810  416.9  75  29

通期  14,250  6.3  2,130  77.6  2,140  77.3  1,280  167.8  118  98



４．その他（詳細は、【添付資料】３ページ「２．その他の情報」をご覧ください。） 

（１）当四半期中における重要な子会社の異動 ：無 

新規 －社 、除外 －社 

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用：有 

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

①  会計基準等の改正に伴う変更：有 

②  ①以外の変更              ：無 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作

成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

  

（４）発行済株式数（普通株式） 

  
  

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示

時点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

  

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

・上記の業績予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後

様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。   

・上記の業績予想に関する事項は、【添付資料】２ページ「１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報（３）連

結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。  

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年３月期１Ｑ 10,953,582株 22年３月期 10,953,582株

②  期末自己株式数 23年３月期１Ｑ 195,596株 22年３月期 195,596株

③  期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期１Ｑ 10,757,986株 22年３月期１Ｑ 10,760,127株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、欧州での財政危機などの懸念材料はあるものの、中国やイン

ドなどの新興国の需要が世界経済を牽引するなかで、自動車・電機に代表される輸出産業を中心に設備投資の持ち

直し傾向にあり、回復基調が続いております。 

 当社グループの関連市場であるエレクトロニクス業界におきましては、アジア地域での薄型テレビ、ＰＣ、産機

向け電子部品などの旺盛な需要に加え、国内でも、政府のエコポイント制度などの施策が個人消費を下支えするこ

とで業況は好調を継続しております。 

 このような状況のなか、セパレータ事業では、中国、韓国、東南アジア向け受注の好調を受け、リーマンショッ

ク以前の水準まで、予想を超える急回復を示しました。 

 この結果、当社グループの、当第１四半期連結累計期間の売上高は、37億８千５百万円（前年同四半期比12億９

百万円、47.0％増）の実績となりました。 

 利益面につきましては、セパレータ事業での売上高増加にともなう高稼働率維持により、営業利益は、７億２千

５百万円（前年同四半期比６億２千万円、590.1％増）、経常利益は７億５千１百万円（前年同四半期比６億５千

４百万円、669.8％増）、四半期純利益につきましては４億３千４百万円（前年同四半期比４億４百万円増）の実

績となりました。 

 当第１四半期連結累計期間の主要事業の状況につきましては、次のとおりであります。なお、当第１四半期連結

会計期間よりセグメント情報の区分を見直しておりますので、前年同四半期比については省略しております。 

  

［セパレータ事業］ 

 薄型テレビに代表されるデジタル関連機器の好調に加え、中国などの新興国における家電省エネ化の推進などを

背景に、インバータ向けの中高圧用コンデンサ用セパレータの受注が高水準で推移しました。また、電池用セパレ

ータにつきましては、中国市場において、電源バックアップ用途などに使用される電気二重層キャパシタ向けなど

が高水準で推移したため、セパレータ事業の当第１四半期連結累計期間の売上高は34億８千３百万円、営業利益は

８億３千９百万円の実績となりました。 

  

［回路基板事業］ 

 新たな機能を付加した新規案件につき、受注活動を継続しておりますが、いまだ成約には至っておらず、当第１

四半期連結累計期間の売上高は２億５千６百万円、営業損失は５千６百万円となりました。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 当第１四半期連結会計期間末における総資産は、棚卸資産の減少および有形固定資産の減価償却実施が進み、前

連結会計年度末に比べ４億７千万円減少し、189億６千５百万円となりました。 

 負債につきましては、短期借入金の減少および長期借入金の約定返済により、前連結会計年度末に比べ８億２千

４百万円減少し、61億５千２百万円となりました。また、純資産の部は、前期決算に係る利益配当等による減少が

あるものの、当第１四半期純利益４億３千４百万円を計上したことによる利益剰余金の増加等により、前連結会計

年度末に比べ３億５千４百万円増加し、128億１千２百万円となりました。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 連結業績予想につきましては、平成22年５月12日「平成22年３月期決算短信」において公表いたしました業績予

想を修正いたしております。修正の内容ならびに修正の理由につきましては、本日別途公表しております「業績予

想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。 

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

 簡便な会計処理を適用しておりますが、重要性が乏しいため注記を省略しております。 

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

資産除去債務に関する会計基準の適用 

 当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）および「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を

適用しております。 

 これにより、営業利益、経常利益は、それぞれ681千円減少しており、税金等調整前四半期純利益は23,652千円

減少しております。 

（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

 該当事項はありません。  

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,655,953 1,607,325

受取手形及び売掛金 3,860,826 3,945,133

商品及び製品 1,025,413 1,145,558

仕掛品 91,008 96,646

原材料及び貯蔵品 1,049,058 1,197,649

その他 480,968 478,079

貸倒引当金 △70 △73

流動資産合計 8,163,159 8,470,318

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 2,608,700 2,631,541

機械装置及び運搬具（純額） 4,483,798 4,598,625

土地 1,638,422 1,638,422

建設仮勘定 247,383 220,011

その他（純額） 204,027 209,000

有形固定資産合計 9,182,332 9,297,602

無形固定資産 54,877 58,532

投資その他の資産   

投資有価証券 433,402 467,588

繰延税金資産 628,550 620,063

その他 523,747 542,295

貸倒引当金 △21,000 △21,000

投資その他の資産合計 1,564,700 1,608,948

固定資産合計 10,801,911 10,965,083

資産合計 18,965,070 19,435,401
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 705,937 758,930

短期借入金 274,301 573,047

1年内返済予定の長期借入金 1,109,600 1,184,600

未払金 1,299,680 1,141,170

未払法人税等 178,091 223,489

賞与引当金 94,000 －

設備関係支払手形 1,648 －

設備関係未払金 90,781 265,041

その他 366,603 678,604

流動負債合計 4,120,643 4,824,883

固定負債   

長期借入金 1,207,400 1,347,300

退職給付引当金 595,276 582,435

役員退職慰労引当金 206,440 202,250

その他 22,498 19,727

固定負債合計 2,031,614 2,151,712

負債合計 6,152,258 6,976,596

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,241,749 2,241,749

資本剰余金 3,942,349 3,942,349

利益剰余金 6,865,133 6,517,078

自己株式 △163,957 △163,957

株主資本合計 12,885,276 12,537,220

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △27,264 △9,818

為替換算調整勘定 △45,199 △68,597

評価・換算差額等合計 △72,464 △78,415

純資産合計 12,812,811 12,458,805

負債純資産合計 18,965,070 19,435,401
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（２）四半期連結損益計算書 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

売上高 2,575,317 3,785,135

売上原価 2,102,000 2,580,334

売上総利益 473,317 1,204,801

販売費及び一般管理費 368,114 478,813

営業利益 105,203 725,987

営業外収益   

受取利息 1,713 614

受取配当金 3,375 3,365

持分法による投資利益 6,554 1,717

助成金収入 9,690 58,629

その他 3,270 2,572

営業外収益合計 24,604 66,900

営業外費用   

支払利息 13,611 8,013

為替差損 15,625 31,095

その他 2,888 1,800

営業外費用合計 32,124 40,909

経常利益 97,682 751,979

特別損失   

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 22,971

投資有価証券評価損 － 3,360

固定資産除却損 10 2,457

ゴルフ会員権貸倒引当金繰入額 4,950 －

特別損失合計 4,960 28,788

税金等調整前四半期純利益 92,722 723,190

法人税、住民税及び事業税 1,161 168,658

法人税等調整額 62,087 120,412

法人税等合計 63,249 289,071

少数株主損益調整前四半期純利益 － 434,119

四半期純利益 29,473 434,119
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 該当事項はありません。  

  

〔事業の種類別セグメント情報〕  

前第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日） 

 （注）１．事業区分の方法は、製品の種類、性質および製造方法の相違を勘案して区分しております。 

２．各事業の主な製品等 

セパレータ事業  アルミ電解コンデンサ用セパレータ、導電性高分子固体電解コンデンサ用セパレー

タ、電気二重層コンデンサ用セパレータ、マンガン乾電池・アルカリマンガン乾電

池・リチウム電池・ニッケル水素電池用セパレータ、特殊電池用セパレータ、産業用

特殊紙 

回路基板事業   ＦＦＣ（超薄型フレキシブル基板）、ソクシール（耐熱性接着剤）、カバーレイイン

ク 

介護ソフト・   介護支援ソフト、センサーコールシステム 

介護福祉機器事業    

その他の事業   不織布設備の設計・販売・技術指導  

  

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）セグメント情報

  
セパレー
タ事業 
（千円） 

回路基板 
事業 

（千円） 

介護ソフト
・介護福祉
機器事業  
（千円） 

その他の 
事業 

（千円）  

計 
（千円） 

消去又は
全社 

（千円） 

連結 
（千円） 

売上高               

(1）外部顧客に対する 

売上高 
 2,294,218  254,208  19,227  7,663  2,575,317  ―  2,575,317

(2）セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
 ―  ―  ―  ―  ―  ―  ―

計  2,294,218  254,208  19,227  7,663  2,575,317  ―  2,575,317

営業利益又は営業損失

(△) 
 211,465  △78,800  △16,771  △10,689  105,203  ―  105,203
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〔セグメント情報〕  

１．報告セグメントの概要  

 当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営

資源の配分の決定および業績を評価するために、定期的に検討をおこなう対象となっているものであります。

 当社は、アルミ電解コンデンサ用および電池用として使用されるセパレータの製造・販売を主事業として、

耐熱性合成樹脂を応用加工した回路基板の製造・販売の事業活動をおこなっております。 

 したがって、当社は、「セパレータ事業」および「回路基板事業」の２つを報告セグメントとしておりま

す。各報告セグメントの主要製品は、以下のとおりであります。 

  

セパレータ事業  アルミ電解コンデンサ・導電性高分子固体コンデンサ用セパレータ、マンガン乾電

池・アルカリ乾電池・リチウムイオン電池・ニッケル水素電池・電気二重層キャパシ

タ用セパレータ、特殊電池用セパレータ、産業用特殊紙 

回路基板事業   ＦＰＣ（超薄型フレキシブル基板）、ソクシール（耐熱性接着剤、カバーレイイン

ク） 

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

当第１四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年６月30日） 

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不織布設備の設計・販売・技

術指導等を含んでおります。 

  

３．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内

容（差異調整に関する事項）  

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない研究開発費であります。 

  

（追加情報）  

 当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成

21年３月27日）および「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号

平成20年３月21日）を適用しております。 

 該当事項はありません。 

  

  

  

報告セグメント 
その他 
（千円）  
（注） 

合計 
（千円） 

セパレータ 
事業 

（千円） 

回路基板 
事業 

（千円） 

計 
（千円） 

売上高           

外部顧客への売上高  3,483,409  256,174  3,739,584  45,551  3,785,135

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
 ―  ―  ―  ―  ―

計  3,483,409  256,174  3,739,584  45,551  3,785,135

セグメント利益又はセグメン

ト損失(△) 
 839,248  △56,909  782,339  1,299  783,638

利益 金額（千円） 

報告セグメント計  782,339

「その他」の区分の利益  1,299

全社費用（注）  △57,650

四半期連結損益計算書の営業利益  725,987

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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